
令和５年度 第２回 浜松市立平山小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時    令和５年６月２３日（金） １４時３０分～１５時３０分 

２ 開 催 場 所    平山小学校 ひなぶ館 

３ 出 席 委 員   山田善万、清水和宜、長坂和彦、山口正詞 

清水美穂、加藤良知、山崎仁也、森田佳津子、夏目政世 

４ 欠 席 委 員   浅野陽江 

５ オブザーバー  なし 

６ 学校支援コーディネーター 樋田まさゑ、中澤 利仁 

７ 学   校   足立成寿（校長）、藤社美波（教頭）、久米満代（ＣＳディレクター） 

８ 教育委員会    牧野知子（教育総務課） 

９ 傍 聴 者    なし 

10 協 議 事 項 

（１）会長挨拶 

（２）校長挨拶 

（３）副会長の指名 

（４）議長選出 

（５）前回の会議録の確認 

（６）熟議 ①授業参観より（議長） 

   ②平山小学校「いじめ防止基本方針」と現状について(教頭) 

   ③今後の「平山小応援団活動」について(教頭) 

１１会議録作成者 ＣＳディレクター 久米満代 

１２会 議 記 録 

司会の藤社(教頭)から、委員総数１０人のうち９人の出席があり、過半数に達して

いるため、会議が成立している旨の報告があった。 

校長より、１学期の中間報告、自転車部の活躍・全国大会応援者の募集についての

説明。 

司会より、副会長選出について委員に意見を求めたところ、山田会長より清水和委

員を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認。また、議長についても山田

会長が引き受け頂き、全員異議なくこれを了認した。 

前回の会議録の確認の後、熟議。 

 

１３熟   議 

① 授業参観より（議長） 

協議会前に行われていた授業参観を見学した委員の感想。 

・家庭科では 6年生は復習で、5年生は新しい学びという授業であった。にぎやかで

あった。（山口委員） 

・1 年生は 4 月と比べて小学生らしくなった。5、６年生も見違えるほどの成長が見

られた。（加藤委員） 

・複式学級の学年とは違う組み合わせの合同授業で、他学年との交流が見られた。 



1年生は全員女子で和気あいあいとしていた。（山崎委員） 

・少人数ながら先生も子供も、相手を思いやりながら進められていた。（森田委員） 

・1年生が、集中してタブレットを使っていた。2年生は、まるで家庭教師のよう。 

３、４年生の体育合同授業では、少人数だが倍人数の活動量を感じた。５、６年生は、

意見を出し合いつつ落ち着いていて、集中力に感動した。（樋田 CD） 

・異学年交流では互いに支えあい、ボーとしている子がいない。以前、他校で見た複

式の授業は、1 人の先生が前後の黒板を使い交互に２学年の授業を行っていた。今日

はそれとは違い、異学年で同じ授業をしていた。先生が工夫している。（山田会長） 

・当校でも前後 2枚の黒板を使い、それぞれの学年の授業をする事もある。支援員が

サポートに入りながら複式を行っている。（校長） 

 

② 平山小学校「いじめ防止基本方針」と現状について(教頭) 

校内いじめ対策委員会で子供たちに実施したアンケート等で把握した現状を伝えて、

課題を共有し、アドバイス等をいただく。 

・感じ方が被害者と加害者では違う。（加藤委員）（森田委員）（清水美委員） 

・受けた子が「いやだ」と思ったらいじめ。（長坂委員） 

・ケースに応じた指導が必要。（山田会長） 

・アンケート結果は良好とみられる。全部“０”はかえって不自然。（山口委員） 

・アンケート結果は学年で偏りがあるか？（中澤 CD） 

・高学年が多め。低学年は楽しい、高学年は悩みが深くなるという傾向がある。（校

長） 

・登下校の見守りで、気になることがあると注意して経過を見ている。（中澤 CD） 

・困っている子も、困っていない子も、気軽に学校と話せるとよい。SOS を出せる

環境を用意しておくことは大事。（森田委員）（樋田委員）（山田会長）（山崎委員） 

・アンケートで「心配がある」と書いた子だけ、面談したのか？（夏目委員） 

・全児童と面談した。（教頭） 

・子供は、家族には心配かけたくないと思うこともある。（森田委員） 

・「いやだ」と言えるようになり、その場で見ていただけの子も「やめなよ」と言え

るようになるといい。多少の衝突は、仕方ない。学んでいくのが大切。（山田会長） 

・幼小９年間で個性が固定化される小規模校の弊害はある。中学以降で変われるかも。

（森田委員）（山崎委員）（清水和委員） 

・自己肯定感が大切。自信が無いと被害者意識が生まれる。活躍の場を得て自信が付

くといい。（山田会長） 

 

③ 今後の「平山小応援団活動」について(教頭) 

コロナ禍で活動がままならなかったが、これからは活動を広げていきたい。今後、運

動会や才の神饅頭つくりもあり、第 3 回運営協議会で相談したい。地域の方から提

案意見を頂きたい。 

・クラブ活動等で協力していきたい。（山崎委員） 

・第３回の協議会時に話をすすめる。（山田会長） 



１４連絡事項。 

・自転車全国大会応援者の募集 

ぜひ、大きな会場で小さな学校の子供達の頑張りを応援していただきたい。（教頭） 

・学校運営協議会自己評価項目の変更 

協議結果について「発信できたか」の項目が追加される。（教育総務課） 

・第 3回は令和 5年 9 月 22日（金）15:00～16:00 

第 4回は令和 6年 2 月 16日（金）15:00～16:00（藤社） 


